






























耕筰 （1886-1965） である 1）。山田は童謡の作曲家と
して著名であるが、多彩な芸術活動を展開し舞踊
創作まで成し遂げていた。山田が「舞踊詩」と命












Diaghilev, 1872-1929） 率 い る バ レ エ・ リ ュ ス 







































































（ 出典：Ann Daly, Done into Dance: Isadora Duncan 

































は、帝国劇場が開場した 1911 年のことであった 19）。
翌年に帝国劇場歌劇部が新設されると、G. V. ロー

























　  （ 出典 ： Margot Fonteyn, Pavlova: Impressions. 
London: Weidenfeld and Nicolson, 1984, 36.）






















































































































（出典：『東京朝日新聞』1922 年 11 月 15 日、朝刊、5）























































































































第 12 号（1986 年 2 月）。石井眞木「水面は風
のリズムに躍動する――石井漠〈囚われたる
舞踊家〉の解放」『音楽芸術』第 44 巻第 12 号
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29） 山田耕筰「禽獣の舞踊と植物の舞踊」126。
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（1922 年 11 月 19 日、帝国劇場）で山田の指
揮により初演された。
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